
二
　
海
洋
観
測
調
査
に
関
す
る

研
究

　
我
が
県
で
は
水
産
試
験
場
の
設
立
以
来
、
多
種
多

様
な
調
査
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
海
洋

観
測
調
査
の
変
遷
と
経
過
を
各
時
代
ご
と
に
述
べ
、

そ
の
概
要
を
示
し
た
い
。
ま
た
、
調
査
船
に
よ
る
定

点
観
測
の
う
ち
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
調
査

は
、
そ
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
。

�
明
治

　
明
治
三
五
年
よ
り
瀬
戸
内
海
関
係
府
県
の
水
産
試

験
場
が
連
絡
を
取
り
あ
っ
て
、
海
洋
観
測
を
開
始
し

た
。
観
測
項
目
は
、
気
候
・
風
向
・
風
力
・
気
温
・

水
温
・
比
重
（
塩
分
）・
透
明
度
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・

水
色
・
潮
流
・
魚
群
等
に
加
え
て
、
カ
ツ
オ
と
イ
ワ

シ
の
漁
況
で
あ
っ
た
。
明
治
四
三
年
か
ら
は
、
シ
ラ

ス
漁
場
と
カ
ツ
オ
漁
場
に
お
い
て
も
水
温
等
の
観
測

を
開
始
し
て
い
る
。

�
大
正

　
観
測
は
明
治
時
代
の
方
法
で
継
続
さ
れ
た
が
、
大

正
三
年
か
ら
は
椿
泊
に
か
わ
っ
て
伊
島
で
観
測
を
行

い
、
水
産
講
習
所
（
現 

東
京
水
産
大
学
）
が
資
料
を

取
り
ま
と
め
て
い
る
。
大
正
五
年
か
ら
は
和
歌
山
県

水
産
試
験
場
と
共
同
し
て
、
横
断
観
測
を
実
施
し

た
。
観
測
場
所
は
紀
阿
海
峡（
現 

紀
伊
水
道
口
）
で
、

大
正
時
代
に
は
三
回
行
わ
れ
た
。

�
昭
和
一~

一
三
年

　
従
来
の
観
測
に
加
え
、
定
置
観
測
を
徳
島
市
沖
ノ

瀬
と
お
亀
磯
で
開
始
し
た
。
ま
た
、
縦
断
観
測
を
徳

島
市
沖
ノ
瀬
か
ら
宍
喰
町
竹
ヶ
島
の
間
の
一
二
点
、

竹
ヶ
島
か
ら
伊
島
の
間
の
四
点
、
伊
島
か
ら
和
歌
山

県
日
ノ
御
碕
の
間
の
五
点
、
計
二
一
点
で
行
っ
た
。

昭
和
六
年
に
は
高
知
県
甲
浦
か
ら
和
歌
山
県
田
辺
の

間
の
六
点
、
伊
島
か
ら
淡
路
島
潮
崎
の
間
の
計
一
一

点
を
加
え
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
関
係
漁
協
に
通

報
し
た
。

�
昭
和
二
三
年~

　
昭
和
二
三
年
か
ら
は
、
沿
岸
定
線
横
断
観
測
で
高

知
県
甲
浦
、
蒲
生
田
岬
、
お
亀
磯
、
大
磯
崎
を
結
ぶ

平
均
距
岸
二
海
里
の
線
と
沼
島
、
伊
島
お
よ
び
竹
ヶ

島
を
結
ぶ
距
岸
八
海
里
の
線
を
設
定
し
、
二
四
点
の

観
測
を
行
っ
た
。
ま
た
、
沿
岸
定
置
観
測
と
し
て
出

羽
島
、
日
和
佐
、
橘
、
北
灘
に
定
点
を
設
け
た
。
さ

ら
に
、
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
イ
ワ
シ
、

サ
ン
マ
、
ブ
リ
、
イ
カ
等
の
漁
獲
実
態
と
、
海
況
と

の
相
関
を
調
べ
た
。

�
昭
和
三
四~

三
六
年

　
主
要
漁
場
の
海
流
を
把
握
す
る
た
め
、
海
流
瓶
を

用
い
た
調
査
を
行
っ
た
。
瓶
の
漂
着
状
況
か
ら
複
雑

な
沿
岸
流
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
潮
岬
沖
合
に
出
現
し

た
冷
水
塊
が
黒
潮
主
流
・
分
枝
流
お
よ
び
内
海
水
に

強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

�
昭
和
四
三
年~

紀
伊
水
道
海
区
、
海
部
沿
岸
海
区
お
よ
び
海
部
沖

合
海
区
に
観
測
定
点
を
設
け
、
水
温
、
塩
分
、
透
明

度
、
気
象
等
の
観
測
を
開
始
し
た
。
観
測
定
点
は
紀

伊
水
道
海
区
が
二
一
点
、
海
部
沿
岸
海
区
が
一
八

点
、
海
部
沖
合
海
区
が
一
七
点
と
し
た
。
こ
れ
ら
の

観
測
は
現
在
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
水
深
一
〇

メ
ー
ト
ル
層
に
お
け
る
観
測
結
果
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
。

�
紀
伊
水
道
海
区

水
温
は
最
高
が
二
七
・
八
三
度
、
最
低
が
八
・
五

五
度
で
あ
っ
た
。
水
温
の
推
移
は
、
昭
和
五
〇
年
代

後
半
（
一
九
八
〇
年
代
前
半
）
以
降
、
わ
ず
か
に
高

く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
三
年
以
降

で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎
の
平
均
水
温

は
、
一
七
・
二
七
度
（
昭
和
五
九
年
）~
一
九
・
二

〇
度
（
平
成
一
一
年
）
で
あ
り
、
平
成
一
一
年
の
み

一
九
度
を
超
え
た
。
塩
分
は
最
高
が
三
四
・
三
五
、

最
低
が
三
一
・
五
二
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
三
年
以
降

で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎
の
平
均
塩
分

は
、
三
二
・
五
九
（
昭
和
四
七
年
）~

三
三
・
五
〇

（
平
成
七
年
）
で
あ
っ
た
。

�
海
部
沿
岸
海
区

水
温
は
最
高
が
二
八
・
三
〇
度
、
最
低
が
一
三
・

九
七
度
で
あ
っ
た
。
水
温
は
昭
和
五
〇
年
代
後
半

（
一
九
八
〇
年
代
前
半
）
に
低
く
推
移
し
た
後
は
、
や

や
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
昭
和
四
三
年
以
降
で

欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎
の
平
均
水
温
は
、

一
九
・
九
〇
度
（
昭
和
五
一
年
）~

二
一
・
六
五
度

（
平
成
一
一
年
）
で
あ
り
、昭
和
五
一
年
に
二
〇
度
を

下
回
っ
た
他
は
二
〇
度
以
上
で
あ
っ
た
。
塩
分
は
最

高
が
三
四
・
八
〇
、
最
低
が
三
二
・
二
一
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
三
年
以
降
で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年

毎
の
平
均
塩
分
は
、
三
三
・
七
五
（
昭
和
五
一
年
）~

三
四
・
三
一
（
昭
和
六
二
年
）
で
あ
っ
た
。

�
海
部
沖
合
海
区

水
温
は
最
高
が
二
八
・
九
一
度
、
最
低
が
一
五
・

七
一
度
で
あ
っ
た
。
海
区
平
均
水
温
の
推
移
は
、
わ

ず
か
に
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四

三
年
以
降
で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎
の
平

均
水
温
は
、
二
一
・
一
九
度
（
昭
和
五
一
年
）~

二

三
・
四
六
度
（
平
成
一
一
年
）
で
あ
っ
た
。
塩
分
は

最
高
が
三
四
・
八
六
、
最
低
が
三
二
・
九
一
で
あ
っ

た
。
昭
和
四
三
年
以
降
で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け

る
年
毎
の
平
均
塩
分
は
、
三
四
・
一
四
（
昭
和
四
七

年
）~

三
四
・
四
七
（
昭
和
六
二
年
）
で
あ
っ
た
。

�
昭
和
四
四
年~

　
水
産
試
験
場
鳴
門
分
場
の
汲
み
上
げ
海
水
の
水
温

と
塩
分
等
を
、
一
日
一
回
観
測
し
た
。

�
昭
和
四
七
年~

漁
海
況
予
報
事
業
に
お
け
る
海
域
環
境
の
把
握
を



目
的
と
し
て
、
瀬
戸
内
海
関
係
府
県
一
一
府
県
が
参

加
し
て
行
う
水
産
庁
補
助
事
業
「
浅
海
定
線
調
査

（
特
殊
項
目
）
」
が
発
足
し
た
。
従
来
の
紀
伊
水
道
海

区
の
観
測
に
加
え
て
、
表
層
と
水
深
一
〇
メ
ー
ト
ル

層
の
溶
存
酸
素(

D
O
)

、
化
学
的
酸
素
消
費
量

（C
O
D

）、
濁
度
、
リ
ン
酸
塩
（P

O
4 -
P

）、
ア
ン
モ
ニ

ア
態
窒
素
（N

H
4 -
N

）、
亜
硝
酸
態
窒
素
（N

O
2 -
N

）、

硝
酸
態
窒
素
（N

O
3 -
N

）
の
測
定
調
査
を
年
四
回
実

施
、
調
査
定
点
は
紀
伊
水
道
海
区
の
調
査
定
点
二
一

点
の
う
ち
、
徳
島
県
よ
り
の
一
五
点
と
し
た
。
観
測

結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

溶
存
酸
素
（D

O

）
は
、
表
層
で
は
五
月
と
八
月
は

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
が
、
一
一
月
と
二
月

は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
推
移
し
た
。
一
方
、
底
層

で
は
八
月
に
最
も
低
く
な
り
、
他
の
月
は
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
前
後
で
推
移
し
た
。
化
学
的
酸
素
消
費
量

（C
O
D

）
は
、
表
層
で
は
八
月
に
や
や
高
く
な
る
傾

向
に
あ
り
、
底
層
で
は
大
き
な
変
動
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
リ
ン
酸
塩
（P

O
4 -
P

）
は
、
表
層
、
底
層
と

も
に
五
月
と
八
月
に
低
く
な
っ
た
が
、
底
層
で
は
そ

の
差
が
小
さ
か
っ
た
。D

I
N

に
つ
い
て
も
、
リ
ン
酸

塩
（P

O
4 -
P

）
と
よ
く
似
た
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
二
月

に
最
も
高
く
な
っ
た
。

�
昭
和
五
〇~

五
四
年

　
大
型
冷
水
塊
形
成
に
よ
る
黒
潮
流
、
お
よ
び
徳
島

県
沿
海
の
海
況
変
動
を
調
査
し
、
沿
岸
漁
業
に
影
響

を
与
え
る
黒
潮
軸
流
と
、
そ
の
分
枝
流
の
パ
タ
ー
ン

化
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。
黒
潮
流
は
大
型
冷
水

塊
を
迂
回
す
る
流
路
と
な
る
た
め
、
冷
水
塊
の
位

置
、
形
状
、
規
模
に
よ
っ
て
蛇
行
や
形
状
変
動
す
る

こ
と
か
ら
、
黒
潮
流
路
の
変
動
を
足
摺
岬
、室
戸
岬
、

お
よ
び
潮
岬
の
通
過
距
岸
距
離
か
ら
「
著
し
い
離

岸
」、「
や
や
離
岸
」、「
著
し
い
接
岸
」
等
に
分
類
し

た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
沿
海
域
の
海
況
は
芸
東
分
枝

流
、
紀
南
分
枝
流
の
強
弱
に
よ
り
変
化
し
た
。
冷
水

塊
出
現
中
の
沿
海
に
補
給
さ
れ
る
外
洋
回
遊
性
魚
類

は
、
接
岸
来
遊
、
遠
退
行
動
の
変
動
が
不
安
定
で
、

漁
況
も
散
発
的
、
継
続
的
に
推
移
す
る
等
の
現
象
が

み
ら
れ
た
。

�
昭
和
五
二
年~

　
浅
海
定
線
調
査
の
う
ち
、
特
殊
項
目
の
調
査
層
を

表
層
と
底
層
に
変
更
し
た
。

�
昭
和
五
七
年~

　
水
産
試
験
場
の
汲
み
上
げ
海
水
の
水
温
と
塩
分
等

を
、
一
日
一
回
観
測
し
た
。

�
昭
和
五
九
年~

　
播
磨
灘
に
五
箇
所
の
定
点
を
設
け
、
水
温
、
塩
分
、

透
明
度
、
気
象
等
の
観
測
を
開
始
し
た
。
水
深
一
〇

メ
ー
ト
ル
層
に
お
け
る
観
測
結
果
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

水
温
は
最
高
水
温
が
二
八
・
一
〇
度
、
最
低
水
温

が
六
・
八
四
度
で
あ
っ
た
。
水
温
の
推
移
は
、
や
や

高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
九
年
以

降
で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎
の
平
均
水
温

は
、
一
六
・
二
九
度
（
昭
和
五
九
年
）~

一
七
・
九

二
（
平
成
一
一
年
）
℃
で
あ
っ
た
。
塩
分
は
最
高
が

三
三
・
六
一
、
最
低
が
二
九
・
八
五
で
あ
っ
た
。
昭

和
五
九
年
以
降
で
欠
測
月
の
な
い
年
に
お
け
る
年
毎

の
平
均
塩
分
は
、
三
一
・
六
〇
（
平
成
二
年
）~

三

二
・
八
六
（
昭
和
五
九
年
）
で
あ
っ
た
。

�
平
成
四
年~

播
磨
灘
海
区
の
全
定
点
と
海
部
沖
合
海
区
の
三
定

点
に
お
い
て
、
特
殊
項
目
の
調
査
を
開
始
し
た
。
海

部
沖
合
海
区
で
は
表
層
と
底
層
だ
け
で
な
く
、
多
層

に
わ
た
る
調
査
を
行
っ
た
。
観
測
結
果
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

�
播
磨
灘
海
区

溶
存
酸
素
量
（D

O

）
は
、
表
層
で
は
五
月
と
八
月

は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
が
、
一
一
月
と
二

月
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
か
っ
た
。
一

方
、
底
層
で
は
八
月
に
最
も
低
く
な
っ
た
。
化
学
的

酸
素
消
費
量
（C

O
D

）
は
、
表
層
で
は
五
月
に
最
も

高
く
、
二
月
に
最
も
低
く
な
り
、
底
層
で
は
大
き
な

変
動
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
リ
ン
酸
塩（P

O
4 -
P

）
は
、

表
層
、
底
層
と
も
に
一
一
月
に
最
も
高
く
な
り
、
五

月
に
最
も
低
く
な
っ
た
。D

I
N

は
、
五
月
と
八
月
は

低
く
、
一
一
月
に
最
も
高
く
な
っ
た
。

�
海
部
沖
合
海
区

溶
存
酸
素
量
（D

O

）
は
、
表
層
で
は
八
月
に
最
も

高
く
な
り
、
二
月
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な

か
っ
た
。
化
学
的
酸
素
消
費
量
（C

O
D

）
は
、
表
層

で
は
二
月
に
最
も
高
く
、
八
月
に
最
も
低
く
な
っ

た
。
リ
ン
酸
塩
（P

O
4 -
P

）
は
、
表
層
で
は
八
月
に
最

も
低
く
な
り
、
二
月
の
み
非
常
に
高
く
な
っ
た
。

D
I
N

は
、
表
層
で
は
五
月
に
最
も
低
く
な
り
、
二
月

の
み
非
常
に
高
く
な
っ
た
。

�
平
成
九
年~

　
黒
潮
と
、
そ
の
分
枝
流
の
影
響
に
よ
る
徳
島
県
沿

岸
海
域
に
お
け
る
海
洋
構
造
の
変
化
を
調
査
す
る
た

め
、
海
洋
構
造
変
動
パ
タ
ー
ン
解
析
技
術
開
発
試
験

事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
で
は
ド
ッ
プ
ラ
ー

潮
流
計
（A

D
C
P

）
を
用
い
て
、
流
向
、
流
速
を
調

べ
、
水
温
、
塩
分
、
密
度
、
人
工
衛
星
水
温
情
報
等

を
総
合
的
に
解
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

過
去
一
〇
〇
年
間
、
多
種
多
様
な
海
洋
観
測
に
関

す
る
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
水
圏
の
物

理
的
・
化
学
的
な
性
質
の
把
握
は
困
難
を
極
め
、
そ

の
歩
み
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
し
て
現

在
、
観
測
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
機
器

の
発
達
に
よ
っ
て
高
度
な
調
査
・
解
析
も
可
能
に

な
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
観
測
調
査
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
お
こ
な

い
、
僅
か
づ
つ
で
あ
る
が
徳
島
県
周
辺
に
お
け
る
海

洋
環
境
等
に
つ
い
て
解
明
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

（
住
友 

寿
明
）


